
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○児童生徒の「主体的・対話的で深い学
び」を実現する授業の実践

○一人一台端末活用を通して、「様々な活
用方法について知り、授業実践に生かすこ
とができた」と回答する職員８５％を目指
す。

・一人一台端末活用に関する職員研修を行
い、職員の活用スキルを高める。
・端末を活用した授業実践・公開を一人一
回行う。

〇研究部
・校内研究各部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて、肯定
的な回答をした児童生徒を88％以上にす
る。

・各学級でグループエンカウンターを実施し
たり、互いを認め合い感謝し合う言葉掛け
の実践を促したりすることを通して、自己肯
定感を高める。
・人権集会後に振り返りや感想等を書か
せ、他者の意見に触れさせ、多様な考えが
あることをを尊重させる。

〇道徳教育推進教員
・人権・同和教育担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○問題行動やいじめの防止等（いじめの定
義、いじめの防止等のための取り組み事案
対処等）について組織的に対応できると回
答した教職員を90％にする。

・5月までにいじめの覚知・認知に対する対
応マニュアルの見直しを行う。
・いじめの対応についての研修を年に二回
以上行う。月一の生徒指導協議会では、必
ずいじめ事案と対応ついて情報共有する。

〇生徒指導担当
・教育相談担当
・保健主事

◎児童生徒が夢や目標をもち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童生徒80％以上
にする。
●◎「将来の夢や目標をもっている」につい
て肯定的な回答をした児童生徒を75％以上
にする。

・児童生徒の資質・能力を育む授業づくりに
関する校内研修等を実施する。
・各種体験活動では、児童生徒に活動の見
通しと学びの振り返りを行う活動を仕組む。

〇キャリア教育担当
・教務主任

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

○「健康に良い食事をしている」児童生徒を
80％以上にする。

・給食だより、保健だよりを発行する。
・養護教諭及び学校栄養職員と連携した食
育に関する授業の実践を行う。
・給食だよりや学校ＨＰの「献立紹介コー
ナー」等を活用し、保護者に対し、望ましい
食習慣や食事メニューの紹介と啓発を行
う。

〇食育担当
・保健主事
・学校栄養職員

○9年間を見通した生活習慣の形成 ○基本的生活習慣を身に付けている児童
生徒を85％以上にする。

・小学部は「生活の四つの約束」、中学部は
「生活の五つの約束」の趣旨を児童生徒・
保護者に説明し、「立腰」等系統性をもって
指導を行う。
・各学期に生活習慣アンケートを行い、その
結果を元にに家庭と連携して改善を図る。
・清潔で整頓された学習環境を常に心が
け、正しい清掃の仕方を学ばせる機会を設
ける。

〇生徒指導担当
・清掃担当

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守する。

・業務記録票をもとに職員全体及び個人の
時間外業務について、月毎にふり返る場を
設け、改善状況を振り返る。
・年次休暇の積極的な取得を呼びかけ、年
間平均十日を目指す。

〇教頭
・副校長

○年間を見通した業務遂行の改善 〇「次年度に反映させる業務改善の仕組み
の構築ができた」と回答する教職員の割合
を８０％以上にする。

・行事ごとの振り返りを確実に行い、次年度
の実施内容の見直しを図る。
・行事や会議を効率的で効果的に削減、縮
小し、児童生徒と向き合う時間を確保する。

〇副校長
・教頭

●特別支援教育の充実

○小中教職員の共同による特別支援体
制の充実

○特別支援学級に在籍する児童生徒だけ
でなく、困り感をもっている児童生徒全ての
学習機会を保障するために、意識をもって
支援に当たる教職員100％を目指す。

・授業の乗り入れをはじめ、小中の枠を超
えた積極的な関わりと指導・支援を推進す
る。
・特別支援教育に関する研修会を、ミニ研
修を含め年3回実施する。
・入級児童生徒及び困り感をもつ児童生徒
の保護者との面談を計画的に進め、具体的
な支援、取り組み内容を保護者に説明す
る。

〇特別支援教育Co
・特別支援学級担任

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

〇地域連携による共有

〇地域とのつながりを感じ、郷土を愛す
る心の育成

〇年間の学校支援（GT等)を延べ１５０名以
上とする。
〇「学校はホームページや学校だよりで、
学校の様子を地域や保護者に伝えている」
と回答する保護者の割合を８５％以上にす
る。

・地域の方をGTとして活用する。
・地域の方と児童生徒が交流している様子
を学校だよりやホームページで紹介する。
・学校だより「うんしん」を計画的に発行す
る。

〇副校長
・教頭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀市立小中一貫校芙蓉校

１　前年度

　　評価結果の概要

・児童生徒の学びには、成長がみえる。児童生徒のさらなる自主的な学習姿勢や探求心を育むことができるように、ICT等の活用スキルアップを図ったり特別支援教育体制をさらに整えたりしていく。
・児童生徒と関わる時間や教材研究に充てる時間を確保するため、行事の精選や時間の運用を工夫していく。
・地域との連携が十分にできており、児童生徒にも地域を大切にする心情が育ってきているので、今後も継続していきたい。

２　学校教育目標 「学び　ふれあい　伸びゆく芙蓉」

３　本年度の重点目標

・児童生徒が自ら学ぶ力を身に付けるための授業改善を進めることを通して、児童生徒の「思考力・判断力・表現力」の育成と学力の向上を目指す。

・児童生徒の個性や特性に寄り添い、全職員が協働して特別支援教育に取り組む体制を強化する。

・業務改善・教職員の働き方改革を推進する。

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

学校関係者評価

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


